
医療技術の概要図 

 

ゲムシタビン耐性胆道癌患者を対象としたアキシチニブ単剤療法 

 

1. シェーマ 

 

 

2. 目的 

ゲムシタビン化学療法耐性となった切除不能・再発胆道癌患者（肝内胆管癌、肝外胆管

癌、胆嚢癌、乳頭部癌）を対象として、分子標的治療薬アキシチニブによる治療の有効

性と安全性を検討する。 

バイオマーカー（VEGF、VEGFR-1, 2, 3）を全例で検索し、治療効果・予後・毒性との関

係を検討する。 

 

3. 対象 

ゲムシタビンを含む治療が耐性となった切除不能胆道癌患者 

 

4. 治療 

アキシチニブ5ｍｇを1 日2 回経口投与する。「6.2.2 プロトコール治療中止規準」に

該当するまで投与を繰り返す。 

 

5. 予定登録数と研究期間 

予定登録数：32 例 

登録期間：2 年、追跡期間：登録終了後 6 ヵ月 

切除不能・再発胆道癌（腺癌）
20歳以上、PS0-1、ゲムシタビン耐性

バイオマーカー検索

アキシチニブ単独療法

登録（32例）
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